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Abstract： 膨張宇宙では、相互作用率がハッブル膨張率よりも小さくなる

と、2つの相互作用場はもはや熱的接触をしなくなる。脱結合後、２つの部

分系は通常は平衡熱力学に従って別々に扱われ、熱力学的エントロピーは各

部分系において保存する。本研究では、2つの相互作用する場の量子もつれ

を考慮することにより、脱結合の通常の解析に補正が加わることについて議

論する。熱力学的エントロピーはエンタングルメントエントロピーに一般化

される。エンタングルメントエントロピーを計算するための摂動論を定式化

し、ダイアグラム計算におけるファインマン則を導く。我々の定式化を説明

するためのモデルとして、相互作用する 2 つのスカラー場、量子電気力学、

そして湯川理論を考える。これらのモデルでエンタングルメントエントロ

ピーを計算し、熱力学的エントロピーに対する量子補正を求める。また脱結

合が瞬間的に起こる状況では、エンタングルメントの補正が重要となること

を議論する。


